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「地域移行支援を利用して退院し、元気になりました」
(精神科病院曖 年間入院 現・I生活支燿サービス付き住宅で1人

=ら
しをしている つ Jさんの場合 63歳 男性,

敲 卒業後 多くの就労経験がありますが

H18年からは仕事をしていません。

・Ij l年間 ●tホームレス生活をして
'編になりました。

精神科病院に約2年同入院しましたが 自分

では病気だと思つて まヽせんでした。

人院■は規貝J正しい生活でしたが 開放病

棟でも枠の中にいる慰じがして ずっと退

院したいと思っていました。

`

病院のケース・ ●―カーさんに相談して 地

域移行支援事業(※ )を利用することとなり

ました。

推進員さんと外出したり 錮理や宿泊体験

もして アツヽ―卜生活の読 を行いました。

支援者からみて

(ll会●lt法人 ,の郷 大貫さん〉

支援開始当i7Jは 声をかけても言葉が少なく

1人薔らしは無理かも と思っていました.

途中体鋤を用し休憩の期間もありました

'元気を回復してから再び退院に向けて宿泊体験■を

行いました。最初に支援を始めてから退院きで1年

かかりましたが 今■策色も良くつやつやしており

元気を取り戻してよかつたです。

今の気持ち

)逮中はすることも 生きる曰標もなく元気がでませんで
した.地期多行支援事業をオ1用して

`ん
とか退院できまし

た 1人事らしより入院している方が楽だったかもしれませ

んが 元気にはなれなかつたと思います.元気になれて貞か

つたです。今の生活は自由があってとでも快適です |

(※焔 神障がい者地域移イ
=支
援事業

入院中の均神車がい者を対象に 本人の希望する地域生活への移行に句けて 開係檜蜀と連携し
外出支援や住まいの確保などの支援を行います.平朦 4年度から 利月者への支援は障害者自立
支援法による11別給41となりました,退浣後の地域定着支援も同様です 二重県では 「みえ障が
t,者 II生社会づくリフランJにおいて 地域移行支援き数など H26年度までの数値曰標 方策を
策定し 取り組んでいます

生活支援サービス付き住宅で1人響らし

生活保崚と厚生年金受給.

ワ的建床 朝食  9時外出
12的  帰宅後昼食 3屋でくつろく
自転車で出かけたり 職探しなど。

作業所やデイケアには行ってtヽません

まだ若いしヽヽばりたいので 仕事がし

たいと思つています。

受けているサービス

週2回 ヘルパーあ岡
週1□ 相談支援センター戦員の訪間
週1□ 訪問看醸 (通院は隔週)
週1回 当事者サロンに,わ

0



支援・ 就業支援を利用した当事者へのインタIL 2■■～

輌安ハートフルバートナーズにて1234よ り̈ 務している "倉さん0渇合 `'i舅性)
「就業支援を受けて、一般企業で働きつづけています」

20もほどの仲質と 小廼等を卜つて製品を裕の

中にきめるt事をしています.ノ ルマはありま
すが 1人 1人の冑:力 1[合わせてくれてます

勤務は 月～金(祭日も勤務)8時～16:う まで
で 毎日20時には床につき 10時間睡眠をとつ

て1日の疲れを解消しています.体曰は進びに出

かけて リフレッシュ.定期釣に通院し 体調を

崩すこと●●く充実した生活を送っています。

]■ かをヽ者か働 き続けるために

今 自i[何ができるのかを考えて徊談したり
う1=を活用することでワ心できると思います.ツ

三,コ ーチゃ相談にのってくれる支援者が今よ

りも・・■|,■ば みんヽ日きやすくなるのではな

いでしょうか.入境‐からの外動作美引|●が減つ

てもヽる0も残念です.

長期入院■でも リハビリの一員として 外動

rF業に行っていました.生活にリズムがつき

はりあtヽこなりました.病院から
'同
と―糧 こ

行けたこと|1安′し感につながり また働く感覚

が養われて 今につながつていると思います.

A□―ヮークのトライアル雇用旬度を活用し

二重障害者職業センターのジョフヨーチ支援

(※ 1)を受けながら 現在の職場で働くことに

`り
ました.

障害者就業 生活支援センター(※ 2)からの訪

同や ジョプ⊃―チの方の支援はとでも心強か

つたです。自分の障がいを理解していただき

悩みを話せる体制があって助かっています

支援者からみて

0害者就業 生活支援センターそういん 中村さムカ
職場では変わりなく体護も安定されています。調子

を崩されるのは「生活に目的がないときJのような

ので 仕事を続けていることが大切なんだと思いま

す 職場では地の回景のよい兄曼分となつて よく

相談にのつてくれています.逆にストレスがgまら

ないか心配していますが 働き綺けられていること

で自信もついたようです。

(Xl)ジ ョフコーチ,I●

埠ずtヽきが職;にE[できるよう ジョフコーチが賦湯に出日t,て支l.を行います.
亨業主■時壕つ′だ業員に,Jンでも 工場適● [之要な町言をイ:tヽます 標準的な員

=班
舌ま 2～

4,「で,

(ヽ 2爬
==・
I業 上后支

=セ
ンター

壼L考雪もしくヌ在lⅢのF5づい
='■
業0ことτlLんていることこⅢして 間F機雪と連■し

,業正及ひ生活面●―
`い
な支Fを行つてtヽま,



も張市にあるll言者地域活動支援センターひびきの利月者で 200?年に結成した音楽グループで

す.メ リセージと欧を通して 精神陣ユ へヽの理解を社会に深めてもらうことを目的としています。

メッセージはメンバーそれそれが考えて 自分の思いを伝えるようにしています。歌はメンバーが

作詞をしたものに曲をつけてもらったオリツナルです.

仲間と一緒に渇動ができる楽しみや
=せ
を感じています。これからもかけがえのなt■年間と共に

色々な場所で炒露していきたいと思ってtヽます

歌が好き

歌うことの日びをЮりました

みんなに,戸や思い0‐われ
まいいな

差別のない平和なせ早へとなたちま祈

リ メ,セージを込めて歌っていきたい

同じ病気をもつた0日と支え合tヽ
この[動を峙けてしヽます

歌のうまい下手を員にしないで楽しく歌

えれば みんなに元気をFえられる.

ヽ
　

１基

歌詞 「愛の手を」
場ついた,いに 愛の手をさしのべて
傷ついた,い こ 愛の手をさしのべて
何もかも行つたけじゃ 可に進まない
本当のほほえみ見つけたしヽから

人院されている方も地域で暮らせるよう オレ

ンツウォイスでき発活動をしていきたいです。
現在メンバー 12名

月3口 練習
月 1回 公演活動
年 1□ 自主企画でコンサー

トを行つています

言葉と態度の暴力 それは一薔情けない
幸掲(しあわせ)あれてと 叫んできた 泣いてきた
頭をあ|ザて 空を見上|ナて祈る
生きることに句きを変えると きつと

きつと一人じやI● い もう一人しゃない



地震や台風など予期せぬバ害に遭遇すると こころやからだにll下のような変イとがあらわれます。

レ一〇
一
●
，一 分 :《1=ンご:

夜鴫れない 懸夢をみる
吐き気 胃痛がある
食欲不振や過食になる

頭痛 肩こりがある

イライラしやすくなる

不安や緊張が高い

自信がなくなる

将来にお菫がもでなくて不安になる

ひとことのように感じる

■■●らヽ 1'

考えたくない 話したくない
よく党えていないことがある

こころが晃ち着かま 周囲の人と疎遠になったように感じる

これらの変イtは 大きな災害のあとでは 瞑 常な体験に対する正常な反応Jとして ほとんdD複災
者に見られます。

「いつ0と違つてあたりまえ」であり「だれもがいつも預りできないんのです。
多くの場合は 時間とともに自然に回復していきますが 回復のスピードは人それそれ差があります.

◎食事や睡眠など日常生活のリズムをなるべく崩きないようにしましょう。

O全力で頑張りすぎないで 定期的に休養を取りましよう。

0自然な前 をおさえこまず 気持ちを言葉にしてみましょう.

◎人と人とのつながりを大切に。家族 仲同回士で声をかけあいましょう.
※つらい気持ちは「おすJというより「支え合うJことが大切です。

0何に困っているのか耳を傾け 落ち着くまで話を

じつくり聞いてあげてください。

C定期的な通院潮 晨薬が●断していないか確記し

中断しているようであれ|よ 通院等を促してみてください.

0日常生活の中で 孤立していないか注意をしてください.

0仲間に活つてもうち解けてくれないときは 無理せII「子を

見て機会があるときに 声かけをしてあげてください.

徊 復には人それ■■差があリ ー人でいたいときもあります。)



「パーソナリテイ障害について」範メンクレクリニック沖に

パーソナリティ障害つて何ですか?
そ¨ 行動 ti対 人釣な震わり合い 思考0■ iなどが普Eつ人とがなり変つていて そのた0に自分が
せんだり周匪の人を悩ませたりする場合をバーンナリティ障害といいます りすは人lE暗喜と呼|まれていました.

パ→ノナリティ障害にはどんなものがあるのですか?
]際兵F,類 JCD¬ 0,[ょると―

長想性バーソナリティ障害

統合矢綱質バーソナリティle書

目闘的で
=看
を掃つ 苺
"で
■変わりな

考えや行菫

"特
筍

"で
す

,F社会性バーソナリティ

"害演技ltバーソナリティ障害

情繕不安定性バ→ノナリティ障害

低 界性 ボーダーラインとも呼|まれています)

感情mで 混■が激しく不安定●●タイフです 1,り員で

演』J的 情稲不安定なため 月日の人が着ききまれやすく

なります.
強迫性ハーソナリティll=

不安性 [回避性〕′い 0ナリティ障害

依存性ハーソナリティ円害

/T安や■有,が,臨に強いタインです
いずれも長期責にれた,τ萄■するのが特徴でありたまに不

・・発作や Jヽ"発 作をおこすような人はここには人りません.

私の周りにも変った人はたくさんいますが パーツナリテイ障害なんてしょうか?
これま難しt墳

「

ですね.ハーソナリテイ簿客の基準はそt が所属する社会や■貢体0文化
“

社会∝な

価値E重 [左右さ4てしまいます ,えば日本つ調治■tと現tとでま社会的こ計さ■ることとそうでない

ことが・_■ [つてt,ますtた から・.対的な
=卒
はありません また 性格がかなり夏つていても本人ま全年

二員で周しも:|こ不テ」至を技らない場合がありますが そんI.塚合まバーソナリテイll害とま診4しません

少なくとも ィつの人と
=動
や[考 ′ヽターンが大きく変,ていて そのことで社会的に不テ1苺を技つていて

本●がなどくに・ 7いるょうな
'合
まハーンナリテ 埠́害と言つていい0で まないでしょうか?

パーソナリテイ障害つて治るのですか?
こ■t発しt,時

=【
●■「三つ子C魂百まで という諺が示すとおり人周の性格まそう見 と々変るものでま

ありません し,し 、C精神は生[[0た oて,長 ,■するとも言わ4ています ハーンナリティ障害の浩療で
き人格0■■■●つという心嬌えが必要こなつてきます.最 近でま認て行ξtttを iう場合,あるようです

葵´療tに まパーンナリテ 3́章害がら,生する症サを■●する
'具
ザ●・ります.

′■ ソナリティ障害の人とはどう4寸き合つてい|ナばよいのですか?
一般的にまある1罪の対人■錠軒を詈tヽて蜀わつていくことが天iです.■身になることま良いことです0
■身 [なりすぎてトラブルに着き込まれることがあります 少し離■て遍●く見守るを置が大tltと ,います



平成23年度事業報告 決算報告 平成24年度事業計画 予

“

書

理事会の開催

平成23年0月 23曰
定期総会の関催 平成23年 9月 290
第44□精神保撻福ll二重県大会の開催
平成23■9月 29日
二重県総合文イ̈ ンター

ニ重県 精神保健福祉協議会長表彰
個人 32名
特別講演会

陪 楽療琺でこころに癒しを♪J

O本音楽原潜 , 波田富士子 発生
勤 者 12503
メンタルヘルスだより「りれいしょん」
月238-第20B H243-第21号発行
開係団体の育成

5団体に対して助成 1団 ltに対して
奨励を行つた

1 理事会の開催
平成24年 6月 220
2 定期総会の開催 平成24年 10月 4曰
3 第45回路1摩南菌ほ祉三‥ 開催
平崚 4年 10月 4曰

二重県総合文化センター

三二彙精神保健福祉協薔会会長表彰
精神保健掲祉に功労された個人 団
体を表彰

特別籠演会の開催
4 映画止映会の開催
平成24年 11月 30●

5 メンタルヘルスだより「りれいしょん」
■20 8 3月 頭の発行
6 円係団体の青成
? 会eの加入促進
本協議会趣旨にょリー●0徹底と財源
確保のため 会自旭入の促違を図る.

収入)会  贅   1 038 000ロ
繰越金等   401 867円
合 計  1 569 86?pl

支出)事務口     39 170円
事業資     474 5030
対策貴他    585 11000
合 :1  1 098 673円

収入)会  責   990 000円
繰基金等  471 194円
合 計 , 461 194円

支出)事務口    07 000円
事業費   836 000円
対策■他  558 194円
合 計 1 461 194円

こころの信摩 福祉に関する知識や情報を広めるために 広報誌や講演会などを通じて
県民の旨檬への普及活動をはじめ 関係団体の育成も行っております.

随時 会員を募集しています !

本協議会の趣旨に貢曰される 個人 団体など■く会員を募集しております.
■個人会員  1□   1 000円   ●特別 (団体)会員  1口  10 000円

大会申込書

氏名又は団体名

所在地

●

“

番号

会員種別 個人会員   特別 (団体)会員

会骨を銀行で振り込0場合は 次の口座に振り込んでください。
(振込手数料は会資から差し

=に
てヽください)

百五銀行 県庁支店 普通 93524

二重県精神保健掲祉協議会 常務理事 丼上雄―朗
お問い合わせは 協議会事務局まで

0



織‐鸞 lm■‐朧 欄 鸞 ‐艦 1騨■輔 蠅 騨 機 ■

長辱式  13:30～'`100
講浸会 ,4110～ 16100
テーマ「笑いの■月 ～こころを健康:こFつため:ト
謁 師 ユーモアコンリレタント 員ヨ 写宕 先生
福ヽ社サービス事業●F等の作品展示即克も同時閂偕いたします

麟

麟

麟

麟

鱗

麟

麟

鑢

篤

麟

艤

畿

檬

麟

輻

麟

艤

躙

鑢

鰯

鑢

蝠

絣

鑢

鰯

躙

今年C■●::のEtで大会を開催いたします 表彰弐Cほが こころが実顔になり楽しく莉司きな気持ちで苺
曰を過ごし こころの健康を保つための 実いの■弔 [つ tヽての調湾会を予定しております 首

“

のご参10を

お待ちしております

13130～ lt● 100

三富県男女■回事画センター 多目的ホール
t二重県
`合
,■ ンター円 津¬一身日上津彗田123と ,

● ,●  ●
"

■■合,tセンター

ヨh[、 f、
=大
変湿廷が予欅されます

●‐ く,■交E嬌買をこれ
「
t ttき

ますようお岳いします

精神疾患や医療 精神暗がい者の社会倶掃への理解を深めるたりの普及啓発として イタリアで壻知病院が
謁鎖された際の実話を元こした 嗅画を上颯いたします.
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平成24年 11月 30日 (金 )

第lE  弱場 13130 門浸
第2□  門場 17130 門漬

三菫具生モ与習センター 視聴覚三
(二重県,合,tン ター内)

,41 oo ,浸  '6:00
18:00 12浸  20100

ここにあり′

:

■
00の申し込み 問い合わせ先
三重県挿

“

R撻
=協
議会事聘員 (三言具こころの健康センター内)

・ :L 059-223 524  =AX 159-223 5242
「■つぃてき 10月 5Ξがら華込受●を電]bしき,,(`お  0儡 4曰ス会会場τ●中し道みできます)

二●24年
`0月
4[

● |¨¨ ,′
`0`| |`■


